
2023.3  SPRING

vol.73木栃 保国の

栃木県国民健康保険団体連合会

巻頭言
「暮らしを楽しめる小都市（まち）」を目指して
メインテーマ

令和４年度  
　栃木県国民健康保険団体連合会　通常総会

突撃ルポ　保険者みてある記
第138回　芳賀町 

　～躍動し　わくわくする　まちづくり～

特別寄稿
第４回　適正な服薬管理の推進とＤＸ化 

　～個人情報と、将来の受診・服薬の変化～
特集記事

アスリートから学ぶ健康法！ 
　―宇都宮ブレックス　笠井 康平 選手―



目次

巻頭言

「暮らしを楽しめる小
ま ち

都市」を
目指して

1 

国保運協会長プロフィール
国保制度の安定的な運営のために

国民健康保険運営協議会長　沼尾　進（日光市）

7 

国保連合会からのお知らせ・編集後記27 

私の趣味と健康法

国保医療課だより

“趣味は、陸上競技”から“趣味は、北海道”へ

国民健康保険運営方針の見直しについて

真岡市　国保年金課　課長  上野　努

栃木県保健福祉部国保医療課

8 

9 

突撃ルポ 保険者みてある記

～躍動し わくわくする まちづくり～
第138回　芳賀町

10 

メインテーマ
令和４年度 栃木県国民健康保険団体
連合会 通常総会

2 

特別寄稿

適正な服薬管理の推進とＤＸ化
～個人情報と、将来の受診・服薬の変化～

第４回

17 

ピノキオ薬局代表取締役　田中　友和

宇都宮ブレックス� 笠井　康平  選手

15 

保健師活動報告
仲間とつむぐ健康づくり
～住民組織の主体性を醸成するための保健師活動～

上三川町　健康福祉課　保健師　江口　千早

20 

「鬼は外！福は内！」
表紙説明

23 ただいまこくほ最前線

魅力いっぱいの高根沢町に是非遊びに来てください！
高根沢町　住民課　保険年金係 

伊東　奈央

Keep it up!  NASUKARASUYAMA!
那須烏山市　市民課　国保医療グループ

大塚　勇人

矢板市

保険者だより
やいた健康ポイント事業

25 

ホッとひと息道の駅26 

道の駅日光 日光街道ニコニコ本陣

認定こども園のぶ幼稚園で
の豆まきの様子です。クラス
ごとに異なるデザインのかぶ
り物や豆入れを持ち、自分た
ちの中の泣き虫鬼と怒りんぼ
う鬼を退治するため「鬼は
外！福は内！」と元気よく声
を挙げながら豆まきをしまし
た。

2023.3  SPRING

vol.73木栃 保国の

栃木県国民健康保険団体連合会

巻頭言
「暮らしを楽しめる小都市（まち）」を目指して
メインテーマ

令和４年度  
　栃木県国民健康保険団体連合会　通常総会

突撃ルポ　保険者みてある記
第138回　芳賀町 

　～躍動し　わくわくする　まちづくり～

特別寄稿
第４回　適正な服薬管理の推進とＤＸ化 

　～個人情報と、将来の受診・服薬の変化～
特集記事

アスリートから学ぶ健康法！ 
　―宇都宮ブレックス　笠井 康平 選手―

さくら市長　花塚　隆志

アスリートから学ぶ健康法！



巻 頭 言

さくら市長

塚　隆志

さ
く
ら
市
は
年
少
人
口
比
率
や
合
計
特
殊

出
生
率
が
共
に
１
位
と
県
内
一
子
ど
も
が
多

い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
施
策
や
教
育
に
力
を

入
れ
て
、「
暮
ら
し
を
楽
し
め
る
」
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
18
歳
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
す
る
児
童
医
療
費
の
助
成
や
、
若

い
世
代
へ
「
母
に
な
る
な
ら
父
に
な
る
な
ら

さ
く
ら
市
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
と
い
っ
た
経
済
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
」「
身
近
な
自
然
」「
文
化
・
芸
術
・

歴
史
」
の
３
つ
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

「
健
康
」
は
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
の
ベ
ー
ス
。

昨
年
は
、
市
総
合
公
園
に
全
国
で
も
珍
し
い

壁
打
ち
施
設
「
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ォ
ー
ル
」

を
整
備
し
、「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」サ
ッ

カ
ー
（
成
年
男
子
）
開
催
も
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
づ
く
り
の
気
運
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
は
数
多
く
の

通
い
の
場
が
開
設
さ
れ
、
健
康
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

溢
れ
る
健
康
増
進
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
と
タ
ク

シ
ー
会
社
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
通
い
や
す

い
、常
設
型
の
通
い
の
場
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
は
新
た
な
取
組
み
と
し
て
「
ま

ち
な
か
保
健
室
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
看
護
師
等
の
専
門
職
２
名
が
週
３

日
常
駐
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
健
康

相
談
や
健
康
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
利
用
さ

れ
た
方
か
ら
は
「
何
科
を
受
診
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
時
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
た
」

と
い
っ
た
好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、「
さ
く
ら

市
国
民
健
康
保
険
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
保
健
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
特
定
健
診
未
受
診
者

対
策
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
を
行

い
、
Ｄ
Ｘ
化
と
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
の
両
面
で
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者
の

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
、
医
療
費
適
正
化
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事

業
」、「
受
診
行
動
適
正
化
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
低
下
し
ま
し
た
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な
対
策
を
検

討
し
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

今
春
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
」
に

移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
感
染
症
対
策
は
必
要
で
す
。「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
」
を
見
据
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
ま

た
変
化
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

健
康
維
持
・
増
進
に
努
め
、「
暮
ら
し
を
楽
し

め
る
小ま

ち
都
市
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
未
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

「
暮
ら
し
を
楽
し
め
る
小ま

ち
都
市
」を

目
指
し
て
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２
月
13
日（
月
）、
国
保
連
合
会
大
会
議

室
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議

決
事
項
23
議
案
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

公
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
入
野
正
明 

副
理
事
長（
市
貝
町
長
）は
、
昨
年
12
月

９
日
の
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
か
ら
予
防
接
種
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、「
全
国
の

国
保
連
合
会
に
お
い
て
、
予
防
接
種
費
用

の
請
求
支
払
事
務
を
市
町
か
ら
の
委
託
に

基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
会

に
お
い
て
は
、
適
切
な
事
務
処
理
を
行
い
、

公
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参

り
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
生

活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、「
現
在
、
各

市
町
が
実
施
し
て
い
る
支
払
業
務
に
つ
い

て
、
一
部
の
市
町
か
ら
委
託
の
要
望
を
受

け
、
内
部
で
検
討
を
し
た
結
果
、
対
応
が

可
能
と
判
断
し
た
」と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
本
年
度
中
に
全
市
町
へ
の
意
向

調
査
を
実
施
し
た
う
え
で
、
令
和
５
年
度

中
の
受
託
開
始
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
く
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
思

う
」と
述
べ
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
し
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

本
総
会
で
は
議
長
に
広
田
茂
十
郎 

益

子
町
長
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
と

議
決
事
項
23
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
５
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域

住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
は
高

齢
者
の
加
入
割
合
が
高
い
こ
と
に
よ
り
医

療
費
が
増
高
す
る
一
方
、
所
得
水
準
が
低

く
保
険
税
の
負
担
割
合
が
高
い
と
い
っ
た

構
造
的
な
問
題
を
抱
え
る
ほ
か
、
急
速
な

高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、
被
用
者

保
険
の
適
用
拡
大
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

令
和
４
年
度
　
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
通
常
総
会

令
和
４
年
度
　
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
　
通
常
総
会

▲  開会挨拶をする 
入野正明 副理事長

▲ 議長の広田茂十郎 益子町長
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ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
く
か
つ
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
が
進
め
る
審

査
支
払
機
関
改
革
の
実
施
に
向
け
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
た「
審
査
支
払
機
能
に
関
す

る
改
革
工
程
表
」に
基
づ
き
、
国
保
連
合

会
と
支
払
基
金
に
お
い
て
は
、
審
査
結
果

の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
に
向
け
、
審
査

基
準
の
原
則
全
国
統
一
、
整
合
的
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
の

整
合
的
か
つ
効
率
的
な
在
り
方
に
係
る
対

応
と
し
て
、
令
和
６
年
度
に
は
受
付
領
域

の
共
同
利
用
や
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク

ラ
ウ
ド
化
、
令
和
８
年
度
に
は
審
査
領
域

の
共
同
利
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
更
改

に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
財
源
の
確
保
が
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
、
誰
も
が
安
心
で
き
る

全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築
の
た
め
、

生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
の

推
進
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
骨
太
方
針

２
０
２
２
に
お
い
て
は
医
療
費
適
正
化
計

画
の
在
り
方
の
見
直
し
の
推
進
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
保
険
者
に
お
い
て
は
予
防
・
健
康
づ

く
り
事
業
の
一
層
の
推
進
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ

Ｂ
）シ
ス
テ
ム
の
活
用
支
援
、
医
療
保
険

情
報
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
業
務
、
次

期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
支
援
等
の

充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計

画
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
基

盤
を
活
用
し
た
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
創
設
な
ど
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推

進
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
国
の
国
保
連
合
会
と
連
携
し
、

公
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
経
費
節
減
に
努

め
な
が
ら
計
画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
専
門
知
識
等
を

有
す
る
人
材
の
育
成
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強
化
な
ど
の
事
業
運
営
基
盤
を
強

化
し
た
う
え
で
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
者

の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て
の
役
割
と

使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
、
国
民
健

康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
並
び
に
介

護
給
付
費
、
障
害
介
護
給
付
費
等
の
審
査

支
払
業
務
の
充
実
・
強
化
を
は
じ
め
、
各

種
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
運
用
、
共
同
事

業
の
効
率
的
推
進
、
保
健
事
業
の
支
援
強

化
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事
業
等
の
安
定

運
営
の
確
保
に
向
け
て
、
保
険
者
並
び
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
よ
り

一
層
の
適
正
な
事
業
運
営
と
更
な
る
保
険

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画

は
、
保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
国
保

連
合
会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の

と
お
り
重
点
目
標
及
び
そ
の
取
り
組
み
方

針
を
定
め
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
実
施
に

当
た
っ
て
は
､
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を

高
め
る
工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な

ど
に
留
意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に

沿
っ
た
成
果
を
あ
げ
、
負
託
に
応
え
る
も

の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

（
１
）国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
に
向
け
た
事
業
・
運

動
の
展
開 

（
２
）成
果
を
上
げ
る
た
め
の
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払

事
業
等
の
展
開

審
査
支
払
機
関
改
革
へ
の
対
応
及
び
効

率
的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
整
備
・
審

査
精
度
の
向
上
並
び
に
審
査
支
払
業
務
・

事
務
代
行
業
務
の
効
率
的
推
進

（
３
）共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等
の

拡
充
及
び
各
種
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進 

（
４
）実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、
医
療

デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
並
び
に
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管

理
業
務
の
適
正
執
行

（
５
）介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的

な
推
進
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務

及
び
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
審
査
支
払

業
務
の
適
正
執
行
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上

（
６
）新
規
事
業
へ
の
対
応

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
へ
の

弾
力
的
対
応

（
７
）成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、
職
員
の
資
質

の
向
上
、
事
務
運
営
等
の
改
善

３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

（
１
）国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
に

向
け
て
保
険
者
と
連
携
を
密
に
し
、
事
務
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の
効
率
化
、
調
査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報

の
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
高
い
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
て
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
へ
の
対
応
に
向
け
て
計
画
的
に
財
源

確
保
を
行
う
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を

推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
に
す

る
た
め
、
引
き
続
き
国
保
関
係
者
が
一
丸

と
な
り
、
国
保
制
度
の
改
善
と
財
政
強
化

に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

（
２
）成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業
等
の

展
開審

査
事
務
共
助
の
充
実
強
化
、
審
査
委

員
会
へ
の
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
、
効
率

的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
に
基
づ
く
審
査
基
準
の
原
則
全
国
統

一
や
整
合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

の
実
現
に
向
け
た
影
響
を
踏
ま
え
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
な
ど
の
効
率
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
理
解
力
向
上
に

努
め
る
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
よ

る
レ
セ
プ
ト
の
振
替
・
分
割
、
普
通
交
付

金
収
納
事
務
、
出
産
育
児
一
時
金
等
支
払

業
務
及
び
風
し
ん
追
加
的
対
策
事
業
に
係

る
請
求
支
払
業
務
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
務
代
行
業
務
に
つ
い
て
も
適
正
な

事
務
処
理
に
努
め
る
。

（
３
）共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
、
国
保
情
報
集
約

シ
ス
テ
ム
及
び
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ

Ｄ
Ｂ
）シ
ス
テ
ム
の
適
正
運
用
を
行
う
ほ

か
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
に
よ
る

保
険
者
事
務
の
効
率
化
、
保
険
者
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
価
値
あ
る
デ
ー
タ
提
供
等
、

保
険
者
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事

務
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
求
償
金
の
滞
納
防
止
に
努
め

る
。さ

ら
に
、
海
外
療
養
費
不
正
請
求
対
策

支
援
業
務
の
適
正
執
行
と
国
保
税
賦
課
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
充
実
に
努

め
、
事
業
の
推
進
を
図
る
。

（
４
）実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執
行

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
よ
る
保
健
事
業
の
推
進
、

重
複
服
薬
者
等
訪
問
指
導
等
支
援
事
業
に

よ
る
適
正
受
診
の
促
進
及
び
医
療
費
適
正

化
の
推
進
、
栃
木
県
保
険
者
協
議
会
を
通

じ
た
地
域
・
職
域
保
険
の
連
携
強
化
な
ど
、

市
町
保
健
事
業
の
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
医
療
保
険
情
報
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
分
析
、
生
活
習
慣
病（
予
備
群
）

減
少
の
た
め
の
デ
ー
タ
提
供
活
用
支
援
、

次
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
支
援
等

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
、

特
定
健
診
受
診
率
向
上
支
援
の
充
実
強
化

等
に
よ
り
医
療
費
適
正
化
の
推
進
に
努
め

る
。さ

ら
に
、
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行
を
行
い
、
保
険
者
事
務

の
効
率
化
に
努
め
る
。

（
５
）介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
関

係
業
務
の
適
正
執
行

介
護
給
付
費
、
障
害
者
総
合
支
援
給
付

費
等
の
審
査
支
払
業
務
を
適
正
に
執
行
す

る
。
ま
た
、
保
険
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
介

護
保
険
者
事
務
共
同
処
理
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
介
護
給
付
実
績
情
報
活
用

支
援
事
業
を
モ
デ
ル
事
業
か
ら
本
事
業
に

移
行
し
、
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。
さ
ら

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

（
６
）新
規
事
業
へ
の
対
応

国
保
中
央
会
開
発
の
国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
、
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
及
び
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
環
境
へ
の
移
行
の
ほ
か
、
関
連

す
る
本
会
独
自
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
万
全

を
期
し
、
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革

工
程
表
及
び
政
府
方
針
に
適
切
に
対
応
す

る
。ま

た
、
国
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
国

民
健
康
保
険
の
適
用
除
外
と
な
っ
た
外
国

人
の
情
報
提
供
業
務
の
ほ
か
、
令
和
５
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ

連
携
シ
ス
テ
ム
に
係
る
ラ
イ
セ
ン
ス
料
の

徴
収
業
務
、
新
設
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
デ
ー
タ
連
携
業

務
を
行
う
な
ど
、
公
的
機
関
と
し
て
与
え

ら
れ
た
役
割
に
適
切
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
次
期
介
護
保
険
審
査
支
払
等

シ
ス
テ
ム
の
更
改（
令
和
７
年
度
）及
び

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ソ
フ
ト
の
変
更
を
踏

ま
え
、
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
に

係
る
保
険
者
端
末
の
無
償
貸
与
を
行
う
ほ

か
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
地
域

生
活
支
援
事
業
の
審
査
支
払
業
務
の
受
託

に
向
け
た
整
備
を
行
う
。

（
７
）成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成
果
を

生
み
出
す
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

令
和
５
年
度
本
会
事
業
計
画
の
重
点
目
標

の
取
り
組
み
方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制

の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運

営
の
改
善
に
努
め
る
。
ま
た
、
組
織
の
運

営
と
業
務
の
信
頼
性
・
有
効
性
確
保
の
た

め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
努
め
る
。
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令和４年度 栃木県国民健康保険団体連合会通常総会

Ⅰ報告事項
報告第１号 理事長専決事項報告について

1 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補
正について

2 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補
正について

3 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に関する支
払勘定）歳入歳出予算補正について

4 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高
齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に
関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正につ
いて

5 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療
報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

6 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保
険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関す
る報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について

報告第２号 規則及び規程の一部改正について

1 栃木県国民健康保険診療報酬審査委員会委員の報
酬並びに費用弁償規程の一部改正について

2 栃木県国民健康保険団体連合会財務規則の一部改
正について

3 栃木県国民健康保険団体連合会支部設置規則の一
部改正について

4 栃木県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特
定保健指導等に関する費用支払規則の一部改正に
ついて

5 栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電
算処理事業規則の一部改正について

6 栃木県国民健康保険団体連合会介護保険者事務共
同処理規則の一部改正について

Ⅱ議決事項
議案第１号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計

画について

議案第２号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会
計歳入歳出予算について

議案第３号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計歳入歳出予算について

議案第４号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高
齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算につ
いて

議案第５号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者
行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入
歳出予算について

議案第６号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保
険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について

議案第７号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者
総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算につ
いて

議案第８号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健
診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算に
ついて

議案第９号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚
生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について

議案第10号 栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分
について

議案第11号 令和５年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資
金の一時借入について

議案第12号 理事長専決事項委任について

議案第13号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会
計歳入歳出予算補正について

議案第14号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算補
正について

議案第15号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払
勘定）歳入歳出予算補正について

議案第16号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療
報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第17号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報
酬審査支払特別会計（出産育児一時金等に関する
支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第18号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高
齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳入
歳出予算補正について

議案第19号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高
齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医療
診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第20号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高
齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療に
関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正につ
いて

議案第21号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保
険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘定）
歳入歳出予算補正について

議案第22号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保
険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関す
る報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について

議案第23号 令和４年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者
総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費
支払勘定）歳入歳出予算補正について

Ⅲその他
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令和５年度 栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

No. 区　　　分 令和４年度
（千円）

令和５年度

予算
（千円）

対前年度比較増減額
（千円）

前年度対比
（％）

1 一般会計
（587,995） （554,898） （△ 33,097） （94.37）

587,995 554,898 △ 33,097 94.37

2

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

業務勘定
（1,394,150） （1,709,872） （315,722） （122.64）

1,450,637 1,788,336 337,699 123.27

診
療
報
酬
支
払
勘
定

国民健康保険診療報酬支払勘定 141,088,932 141,953,417 864,485 100.61

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 4,054,134 4,234,222 180,088 104.44

出産育児一時金等に関する支払勘定 859,747 1,049,507 189,760 122.07

抗体検査等費用に関する支払勘定 2,152,260 392,221 △ 1,760,039 18.22

小　　　計 148,155,073 147,629,367 △ 525,706 99.64

3

後
期
高
齢
者
医
療
事
業 

関
係
業
務
特
別
会
計

業務勘定
（834,982） （983,362） （148,380） （117.77）

834,982 983,362 148,380 117.77

診
療
報
酬
支
払
勘
定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定 220,799,051 235,268,317 14,469,266 106.55

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 1,350,851 1,553,041 202,190 114.96

小　　　計 222,149,902 236,821,358 14,671,456 106.60

4 第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計
（20,971） （17,150） （△ 3,821） （81.77）
531,562 461,026 △ 70,536 86.73

5

介
護
保
険
事
業
関
係

業務勘定
（220,230） （241,773） （21,543） （109.78）

590,731 619,321 28,590 104.83

支
払
勘
定

介護給付費支払勘定 150,833,155 154,040,743 3,207,588 102.12

公費負担医療等に関する診療等支払勘定 1,293,424 1,379,332 85,908 106.64

小　　　計 152,126,579 155,420,075 3,293,496 102.16

6

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係 

業
務
等
特
別
会
計

業務勘定
（86,100） （92,103） （6,003） （106.97）

88,963 96,082 7,119 108.00

支
払
勘
定

障害介護給付費支払勘定 45,063,500 49,669,825 4,606,325 110.22

障害児給付費支払勘定 11,345,558 12,914,944 1,569,386 113.83

小　　　計 56,409,058 62,584,769 6,175,711 110.94

7 特定健診保健指導費用決済業務特別会計
（52,473） （51,614） （△ 859） （98.36）

1,429,989 1,479,796 49,807 103.48

8 職員厚生資金貸付金特別会計 11,026 11,026 0 100.00

合　　　計
（3,196,901） （3,650,772） （453,871） （114.19）

584,366,497 608,449,416 24,082,919 104.12

［備考］
上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、保険者間調整受入金及び支出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係業務特別会計
の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、ケアプランデータ連携システムライセンス料及び電子証明
書発行手数料、障害者総合支援法関係業務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）
である。
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会
長
の
一
言

国保制度の安定的な運営のために
国民健康保険は国民皆保険制度の中で重要な役割を担っていますが、

国保税の減収、被保険者の高齢化や医療の高度化による医療費の増大など、
国保財政は厳しい状況が続いています。

国保税の統一化に向け、県と市町が一枚岩となり議論を進める中、市
の医療費の適正化や健診受診率の向上、収納率の向上への取組を進め、
国保制度の安定運営のために尽力してまいります。

国保運協会長プロフィール

沼
ぬま

尾
お

　進
すすむ

日光市

日
光
市
は
栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
北
は
福
島
県
、
西
は
群
馬
県
に
接

し
て
い
ま
す
。
日
光
火
山
群
と
鬼
怒
川

上
流
域
、
大
谷
川
流
域
等
に
広
が
る
区

域
の
総
面
積
は
１
４
４
９
・
８
３
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
栃
木
県
の
面
積
の
約

４
分
の
１
を
占
め
、
全
国
で
３
番
目
の

広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

世
界
遺
産
の
「
日
光
の
社
寺
」
を
は
じ

め
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た

「
奥
日
光
の
湿
原
」、
鬼
怒
川
温
泉
や
湯

西
川
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
温

泉
地
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
「
足

尾
銅
山
」
の
産
業
遺
産
、
国
の
特
別
天

然
記
念
物
と
特
別
史
跡
の
二
重
指
定
を

受
け
て
い
る
「
日
光
杉
並
木
街
道
」
な

ど
、
数
多
く
の
優
れ
た
観
光
資
源
が
存

在
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
開
催
に
際
し
、Ｇ
７
男
女
共
同
参
画
・

女
性
活
躍
担
当
大
臣
会
合
が
令
和
５
年

６
月
に
日
光
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
２

次
日
光
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
の
一

つ
に
「
健
や
か
で
人
に
や
さ
し
い
、
福

祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
市
民
の
健
康
の
た
め
「
第
３

期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」「
第

２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
、

生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た
疾
病
予
防

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
第
２

次
健
康
に
っ
こ
う
２
１
計
画
」「
第
２

次
食
育
推
進
計
画
」「
第
２
次
歯
科
保

健
推
進
計
画
」
で
は
、
健
康
寿
命
を
延

伸
す
る
た
め
に
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健

康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
食
育
や
歯
及
び

口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

本
市
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を
務

め
ら
れ
る
沼
尾
進
氏
は
、
日
光
市
の
市

町
村
合
併
に
際
し
て
、
旧
藤
原
町
助
役

と
し
て
合
併
協
議
を
行
う
な
ど
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
日
光

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
会
長

に
就
任
さ
れ
、
国
保
税
率
改
正
な
ど
国

民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え
、
国
保
の
財
政
状

況
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

沼
尾
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
豊
か

な
知
識
と
幅
広
い
経
験
を
活
か
し
、
国

民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
と
市
民

が
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
な
お
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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〝
趣
味
は
、
陸
上
競
技
〞
か
ら

〝
趣
味
は
、
北
海
道
〞
へ

〝
趣
味
は
、
陸
上
競
技
〞
か
ら

〝
趣
味
は
、
北
海
道
〞
へ

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私小
学
校
か
ら
始
め
た
陸
上
競
技
を
30

歳
手
前
ま
で
続
け
、
そ
の
後
、
指
導
者

や
役
員
と
し
て
陸
上
競
技
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
６
年
前
に
大
病
を
患
い
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
継
続
的
な
指
導
を
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。小

学
校
時
代
か
ら
40
年
以
上
陸
上
競

技
と
共
に
生
活
し
て
い
た
の
で
、
寂
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
１
日
30
分
の
散
歩
と
体
操

が
、
私
の
健
康
法
と
い
え
る
も
の
で
す
。

陸
上
競
技
以
外
の
私
の
趣
味
に
つ
い

て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

30
歳
手
前
で
競
技
者
と
し
て
の
引
退

を
し
た
後
、
陸
上
競
技
以
外
の
趣
味
が

無
か
っ
た
私
に
、
知
り
合
い
の
先
生
か

ら
写
真
を
勧
め
て
い
た
だ
き
、
約
20
年

間
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

風
景
写
真
を
主
に
撮
影
し
て
い
ま
し

た
が
、
様
々
な
場
所
を
撮
影
し
て
い
く

中
で
、“
風
景
写
真
の
究
極
は
、北
海
道
”

だ
と
い
う
こ
と
に
至
り
、
15
年
以
上
通

い
続
け
ま
し
た
。

特
に
、
春
夏
秋
冬
、
年
間
を
通
し
て
、

日
本
一
の
風
景
が
楽
し
め
る“
美
瑛
～

富
良
野
エ
リ
ア
”に
出
会
え
た
こ
と
で
、

私
の
写
真
熱
は
最
高
潮
に
達
し
た
次
第

で
す
。

春
･
夏
･
秋
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
マ
イ
ナ
ス
20
度
を
下
回

る
厳
冬
期
に
は
、
本
州
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
風

景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。北

海
道
に
通
い
続
け
て
い
く

中
で
、
北
海
道
は
、
風
景
だ
け

で
は
な
く
、
食
の
宝
庫
で
あ
る

と
と
も
に
、
人
の
宝
庫
で
も
あ

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
、

様
々
な
触
れ
合
い
を
し
て
い
く
中
で
、

人
の
温
か
さ
と
、
懸
命
に
生
き
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

本
当
の
心
の
豊
か
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
北
海
道
沼
は
、
底
無
し
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ず
、
ど
ん

ど
ん
深
く
深
く
は
ま
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、“
北
海
道
へ
行
く
こ
と

自
体
が
、私
の
健
康
法
と
な
っ
て
い
た
”

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

北
海
道
の
知
り
合
い
の
パ
ン
屋
さ
ん
か

ら
、
と
て
つ
も
な
い
量
の
パ
ン
を
送
っ

て
い
た
だ
き
、
感
謝
に
堪
え
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

大
病
を
患
っ
て
か
ら
は
、
カ
メ
ラ
に

触
れ
る
こ
と
も
憚
ら
れ
る
状
況
が
続
い

て
お
り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
何
か
と
厳
し
い
状
況
の
中
に

い
ま
す
が
、
様
々
な
条
件
が
整
い
、
ま

た
い
つ
の
日
か
、
北
海
道
行
脚
に
よ
り
、

心
身
と
も
に
癒
さ
れ
る
日
を
夢
見
て
い

ま
す
。
　

真岡市　国保年金課

課長 上
うえ

野
の

　努
つとむ

▲ 北海道空知郡中富良野町にて（７月撮影）

▲ 北海道上川郡美瑛町にて（７月撮影）

▲ 北海道上川郡美瑛町にて（２月撮影）
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国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」と
い
う
。）

は
、
被
保
険
者
の
年
齢
構
成
が
高
く
、
所
得

水
準
が
低
い
一
方
で
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
な
ど
の
構
造

的
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
将
来
的
な
国
保
財

政
の
安
定
化
・
健
全
化
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
、
平
成
30
年
度
の
制
度
改
革
に
よ
り
財
政

運
営
の
都
道
府
県
単
位
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
は
、
市
町
と
一
体
と
な
っ
て
国
保
に
関

す
る
事
務
を
共
通
認
識
の
下
で
実
施
し
、
安

定
的
な
財
政
運
営
並
び
に
市
町
の
国
保
事
業

の
広
域
的
及
び
効
率
的
な
運
営
の
推
進
を
図

る
た
め
の
統
一
的
な
方
針
と
し
て
、
栃
木
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針（
以
下「
運
営
方

針
」と
い
う
。）を
定
め
て
い
ま
す
。
今
期
の

運
営
方
針
は
令
和
６（
２
０
２
４
）年
３
月

ま
で
を
対
象
期
間
と
し
て
お
り
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）年
度
は
次
期
運
営
方
針
に
向

け
た
内
容
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
今

回
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
検
討
す
る
主
な
重

点
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
や
対
応
等
を

説
明
し
ま
す
。

１　

保
険
税
水
準
の
統
一

国
は
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
６
月
の

「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構

築
」す
る
た
め
の
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）年
４
月
か
ら
、
保
険
料（
税
）

水
準
の
平
準
化
に
関
す
る
内
容
を
運
営
方
針

の
必
須
記
載
事
項
に
位
置
付
け
、
都
道
府
県

単
位
で
の
保
険
料（
税
）水
準
の
統
一
に
向

け
た
取
組
を
促
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
令
和
３（
２
０
２
１
）年
度

か
ら
保
険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
た
検
討
を

具
体
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
町
と
の
協
議

に
当
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
国
保
制
度
を

維
持
し
て
い
く
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
捉
え
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
、
本
県
の
保
険
税
水
準
の
統
一
に

向
け
て
、
統
一
の
考
え
方（
定
義
）や
統
一

ま
で
の
進
め
方
の
ほ
か
、
事
務
の
標
準
化
・

広
域
化
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
事
項
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
引
き
続
き
、

市
町
と
と
も
に
検
討
・
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上

本
県
の
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
、

平
成
25（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
令
和
元

（
２
０
１
９
）年
度
ま
で
７
年
連
続
で
全
国

ワ
ー
ス
ト
２
位
、
令
和
２（
２
０
２
０
）年

度
は
91
・
87
％
（
前
年
度
比
+
０
・
87
％
）

で
全
国
45
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
各
市
町
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
度
時
点
で
、
収
納
率
が
県

内
で
最
も
高
い
市
町
で
97
・
81
％
、
最
も
低

い
市
町
で
88
・
78
％
と
約
９
％
の
較
差
が
あ

り
、
運
営
方
針
で
被
保
険
者
規
模
別
に
定
め

る
目
標
収
納
率
を
達
成
し
た
市
町
は
、
25
市

町
中
12
市
町
に
留
ま
っ
て
い
る
な
ど
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
収
納
率
向
上
は
国

保
財
政
の
安
定
化
・
健
全
化
に
向
け
た
喫
緊

の
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
市
町
が
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
徴
収
指
導

員
の
派
遣
や
広
報
事
業
を
通
じ
て
市
町
の
取

組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
運
営
方
針
の
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
収
納
率
向
上
や
被
保
険
者
間
の
公
平

性
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
、
収
納
対
策
の
標

準
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
市
町
と
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３　

健
康
の
保
持
・
増
進
に
向
け
た
取
組

の
強
化

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

特
定
健
康
診
査
等
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
度
の
特
定
健
康
診
査
受
診

率
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
る
健
診
受
診
控
え
等
の
影
響
に

よ
り
、
30
・
８
％
（
前
年
度
比
△
６
・
２
％
）

と
減
少
し
ま
し
た
が
、
令
和
３（
２
０
２
１
）

年
度
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

国
の
目
標
値
で
あ
る
60
％
に
は
届
い
て
い
な

い
状
況
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を
目
的
と

し
た
保
健
事
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や

医
療
機
関
受
診
中
の
国
保
被
保
険
者
へ
の
普

及
啓
発
な
ど
の
ほ
か
、
市
町
の
保
健
事
業
が

よ
り
一
層
充
実
す
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

運
営
方
針
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
市

町
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
御
意
見
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

国
保
医
療
課
だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」9



都
市
近
郊
型
農
業
が
盛
ん
な
町

芳
賀
町
は
宇
都
宮
市
の
東
に
位
置

し
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し

た
農
業
が
盛
ん
で
、
町
中
央
部
に
は

県
内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
や
野
菜
類
を
は
じ

め
、
施
設
園
芸
・
畜
産
な
ど
の
都
市

近
郊
型
農
業
が
盛
ん
で
、
特
に
梨
は

町
を
代
表
す
る
特
産
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。
甘
く
み
ず
み
ず
し
い「
幸こ
う

水す
い

」、

酸
味
と
甘
み
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
た

「
豊ほ
う

水す
い

」、
そ
し
て
、
大
き
な
実
で
味

と
日
持
ち
が
良
い「
に
っ
こ
り
」は
、

海
外
に
お
い
て
も
評
価
さ
れ
は
じ
め

て
い
ま
す
。

町
西
部
の
工
業
団
地
に
は
、
高
度

な
技
術
を
有
す
る
企
業
や
研
究
所
な

ど
約
１
０
０
社
が
立
地
し
、
町
人
口

を
超
え
る
約
２
５
，
０
０
０
人
の
雇

用
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
は
が
」で
は
、
１
年
を

通
し
て
新
鮮
で
お
い
し
い
採
れ
た
て

野
菜
を
購
入
で
き
る
ほ
か
、
併
設
さ

れ
て
い
る「
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
」

は
、「
美
肌
の
湯
」と「
あ
た
た
ま
り

の
湯
」の
２
種
類
の
源
泉
か
ら
な
る

日
帰
り
天
然
温
泉
で
、
町
外
か
ら
も

温
泉
通
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

６
年
連
続　

社
会
増
を
達
成

令
和
４
年
度
は
、
第
６
次
芳
賀
町

振
興
計
画
中
期
基
本
計
画
の
３
年
目

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
実
を

結
び
始
め
て
い
ま
す
。

芳
賀
町
と
宇
都
宮
駅
を
つ
な
ぐ

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
次
世
代
型
路
面
電
車
）」

の
開
業
を
２
０
２
３
年
８
月
に
控
え
、

芳
賀
町
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
再
編
、
地
域
内
交
通

の
充
実
、
交
通
結
節
点
で
あ
る
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
に
よ
り
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
様
々
な
移
動
手
段
の
相
互

連
携
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿
線
地
区
に
お
け
る
居
住
環

境
対
策
と
新
た
な
住
宅
地
の
整
備
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
に

よ
り
、
便
利
で
環
境
に
や
さ
し
い
住

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

「
道
の
駅
は
が
」周
辺
で
は
新
た

な
名
所
づ
く
り
と
し
て
、
約
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
桜
堤
遊
歩
道
整
備
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

芳
賀
町
で
は
、
転
入
者
数
が
転
出

芳
賀
町

躍
動
し 

わ
く
わ
く
す
る 

ま
ち
づ
く
り

芳賀温泉ロマンの湯

      

みてある

芳賀町

芳賀町第138回

突 撃 ル ポ

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



者
数
を
上
回
る
社
会
増
を
６
年
連
続

で
達
成
し
て
い
ま
す
。
転
入
者
の
約

85
％
が
45
歳
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

若
い
世
代
が
子
ど
も
と
一
緒
に
転
入

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
童
保
育
施
設
の
新
築
や
子

育
て
支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。

今
回
は「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に

も
選
ば
れ
、
町
民
の
暮
ら
し
の
質
の

向
上
を
実
現
し
て
い
く
芳
賀
町
を
訪

れ
、
芳
賀
町
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

や
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
課
題
、

収
納
率
向
上
の
た
め
の
取
組
、
健
康

づ
く
り
支
援
等
に
つ
い
て
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

資
格
管
理
の
取
組

住
民
課
の
山
本
主
任
主
査
に
住
民

課
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
う
か
が

い
ま
し
た
。

山
本
主
任
主
査
は「
社
保
加
入
に

よ
り
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
離
脱
の
手

続
き
を
し
な
い
こ
と
で
、
国
保
税
が

課
税
さ
れ
続
け
る
状
態
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
」と

話
し
、
国
保
の
資
格
管
理
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
す
。

制
度
改
正
に
よ
り
、
国
保
を
離
脱
し

社
会
保
険
に
加
入
す
る
人
が
今
後
も

増
え
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
保

離
脱
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
町
の
広

報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
に
お
い

て
広
報
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
税
務
課
と
協
力
し
、
国
保

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
国
保
離
脱

に
係
る
手
続
き
の
勧
奨
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

毎
年
度
全
戸
配
付
し
て
い
る「
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
お
い
て
も
国
保

の
手
続
き
案
内
を
掲
載
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
来
年
度
版
は
見
や
す
く

芳賀町を代表する特産品の梨

▲ 住民課 山本主任主査
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な
る
よ
う
色
や
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
工

夫
し
た
そ
う
で
す 

。「
１
人
で
も
多

く
の
人
に
適
切
に
手
続
き
を
行
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
地
道
に
広
報
し
て

い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話

し
、
資
格
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

収
納
率
向
上
に
向
け
て

続
い
て
、
税
務
課
の
小
林
主
査
に

税
務
課
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
し
た
。

小
林
主
査
は「
税
務
課
で
は
、
滞

納
額
を
少
な
く
す
る
た
め
、
住
民
課

か
ら
提
供
さ
れ
た
資
格
者
証
・
短
期

証
の
情
報
を
元
に
、
納
税
相
談
と
併

せ
て
臨
戸
訪
問
時
に
国
保
離
脱
の
手

続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
高
額
滞
納
者
は
来
庁
を
促

し
、
現
年
度
の
課
税
状
況
を
踏
ま
え

た
納
付
計
画
を
一
緒
に
作
成
し
、
自

主
納
付
に
繋
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

捜
索
の
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
う

と
、「
職
員
数
の
都
合
も
あ
り
、
積

極
的
に
捜
索
を
行
う
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
１
件
実
施
を
し
ま
し
た
。

こ
の
捜
索
が
糸
口
と
な
り
、
本
件
の

滞
納
整
理
に
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

役
場
内
で
の
仕
事
に
加
え
、
自
宅
を

訪
問
し
て
の
国
保
離
脱
手
続
き
の
勧

奨
や
捜
索
な
ど
、
職
員
の
方
の
大
変

な
努
力
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
評
価
指

標
と
し
て
の
収
納
率
向
上
対
策

次
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

評
価
指
標
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
や
課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま

し
た
。

山
本
主
任
主
査
は「
い
く
つ
か
あ

る
指
標
の
中
で
も
、
芳
賀
町
で
は
収

納
率
向
上
対
策
に
特
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
資
格
者
証
・

短
期
証
交
付
世
帯
の
方
が
、
社
保
加

入
の
手
続
き
や
高
額
療
養
費
の
手
続

き
の
た
め
に
来
庁
し
た
際
に
も
税
務

課
へ
連
絡
し
、
納
税
相
談
の
機
会
を

確
保
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
滞
納
世
帯
の
高
額
療
養

費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
へ

充
当
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

納
税
相
談
の
機
会
を
設
け
て
も
納

税
に
繋
が
ら
な
い
方
や
、
医
療
機
関

等
に
受
診
し
た
い
が
納
税
が
で
き
な

い
と
い
う
方
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

町
民
の
健
康
に
対
す
る

意
識
付
け
強
化
を
目
指
す

次
に
、
健
康
福
祉
課
の
田
中
課
長

補
佐
兼
係
長
と
田
邉
主
任
主
査
に
町

民
へ
の
健
康
づ
く
り
支
援
の
取
組
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

芳
賀
町
健
康
づ
く
り
推
進
計
画

（
２
期
）に
お
い
て
、
健
康
寿
命
延

伸
を
基
本
目
標
に
掲
げ「
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
」「
健

康
を
支
え
る
社
会
環
境
づ
く
り
」「
重

点
領
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
」の

３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

結
果
に
結
び
つ
か
な
い
状
況
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

▲ 税務課 小林主査

▲ 健康カレンダー（一部抜粋）

個
々
の
傾
向
に
合
わ
せ
た

個
別
勧
奨
通
知
の
送
付

続
け
て
、
特
定
健
診
受
診
率
等
向

上
に
向
け
、
現
在
実
施
し
て
い
る
取

組
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
も
う
か

が
い
ま
し
た
。

特
定
健
診
未
受
診
者
の
受
診
傾
向

等
を
分
析
の
上
、
個
々
の
傾
向
に
合

わ
せ
た
個
別
勧
奨
通
知
を
送
付
し
た

り
、
国
保
に
切
り
替
わ
る
世
代
に
向

け
て
の
勧
奨
を
実
施
し
た
り
し
て
、

特
定
健
診
新
規
受
診
者
の
掘
り
起
こ

し
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

健
診
の
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
電
話
・
窓
口
・
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ

る
申
し
込
み
に
加
え
、
今
年
度
か
ら

は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
を
追
加
し

た
そ
う
で
す
。
田
中
課
長
補
佐
兼
係

長
は
、「
非
対
面
で
自
分
の
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
に
出
せ
る
は
が
き
が
現

在
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
て
い
た
の
か
、

百
数
十
件
ほ
ど
反
応
が
あ
り
、
返
信

は
が
き
付
受
診
勧
奨
は
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

次
年
度
は
、
受
診
結
果
を
よ
り
自

▲ 健康福祉課 田中課長補佐兼係長

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 12



田
中
課
長
補
佐
兼
係
長
は
、「
こ

の
よ
う
な
結
果
を
受
け
、
次
年
度
か

ら
の
３
年
間
を
、
健
康
寿
命
延
伸
重

点
期
間
と
し
、
１
年
目
と
な
る
令
和

５
年
度
は
、『
自
分
の
健
康
に
関
心

を
持
つ
』を
目
標
に
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
測
定（
体
組
成
・
血
圧
・
血
管

年
齢
・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
※
セ
ン
サ
ー

を
手
の
ひ
ら
に
押
し
あ
て
る
こ
と
で

推
定
野
菜
摂
取
量
を
測
定
す
る
）を

実
施
し
、
町
民
の
健
康
に
対
す
る

意
識
付
け
の
強
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
」と
話
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

毎
月
１
回
役
場
の
庁
舎
内
で
測
定
の

機
会
を
設
け
、
来
庁
者
に
声
を
か
け

な
が
ら
測
定
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
町

民
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い

う
職
員
の
方
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

個
々
の
傾
向
に
合
わ
せ
た

個
別
勧
奨
通
知
の
送
付

続
け
て
、
特
定
健
診
受
診
率
等
向

上
に
向
け
、
現
在
実
施
し
て
い
る
取

組
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
も
う
か

が
い
ま
し
た
。

特
定
健
診
未
受
診
者
の
受
診
傾
向

等
を
分
析
の
上
、
個
々
の
傾
向
に
合

わ
せ
た
個
別
勧
奨
通
知
を
送
付
し
た

り
、
国
保
に
切
り
替
わ
る
世
代
に
向

け
て
の
勧
奨
を
実
施
し
た
り
し
て
、

特
定
健
診
新
規
受
診
者
の
掘
り
起
こ

し
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

健
診
の
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
電
話
・
窓
口
・
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ

る
申
し
込
み
に
加
え
、
今
年
度
か
ら

は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
を
追
加
し

た
そ
う
で
す
。
田
中
課
長
補
佐
兼
係

長
は
、「
非
対
面
で
自
分
の
好
き
な

タ
イ
ミ
ン
グ
に
出
せ
る
は
が
き
が
現

在
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
て
い
た
の
か
、

百
数
十
件
ほ
ど
反
応
が
あ
り
、
返
信

は
が
き
付
受
診
勧
奨
は
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

次
年
度
は
、
受
診
結
果
を
よ
り
自

身
の
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
て
も
ら

う
た
め
、
過
去
の
受
診
結
果
を
グ
ラ

フ
等
で
示
し
て
経
過
が
視
覚
的
に
確

認
で
き
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
た
医
師
に
よ
る
生
活
習
慣
病

改
善
ア
ド
バ
イ
ス
が
記
載
さ
れ
た
個

別
通
知
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
予
定
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

今
後
の
課
題
と
対
策

山
本
主
任
主
査
は「
１
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
健
康
福
祉
課
と
連
携
し
て
引
き

続
き
、
運
動
教
室
や
測
定
会
、
特
定

健
診
受
診
率
向
上
事
業
、
糖
尿
病
重

症
化
予
防
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
等
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。ま
た
、「
交

付
金
を
活
用
し
て
新
た
な
取
組
も
検

討
し
、
町
民
の
方
へ『
健
康
維
持
に

努
め
る
』と
い
う
意
識
付
け
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
続
け
、
町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
を

目
指
す
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

▲ 令和３年度 ウォーキング大会（はがまる健康ウォーク）の様子

▲ 健康福祉課 田邉主任主査
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各
課
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
連

携
・
協
力
の
上
、
様
々
な
取
組
を
実

施
し
、
収
納
率
向
上
や
町
民
の
健
康

づ
く
り
に
尽
力
す
る
芳
賀
町
。
町
民

ひ
と
り
ひ
と
り
へ
の
き
め
細
や
か
な

保
健
事
業
を
通
し
て
、
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

令和元年度 令和２年度 令和３年度

総人口（人） 15,693 15,664 15,577

総世帯数（世帯） 5,523 5,618 5,718

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 2,364 2,321 2,315

被保険者数（人） 4,300 4,171 4,086

被保険者加入率（％） 27.4 26.6 26.2

保険料（税）
収納状況（現年分）

一人当たり調定額（円） 108,666 109,993 105,020

収納率（％） 95.69 95.99 95.77

一人当たりの療養諸費費用額（円） 340,734 341,637 388,368

特定健診・
特定保健指導の状況

特定健診受診率（％） 51.8 45.9 52.6

特定保健指導実施率（％） 49.4 46.6 44.8

芳賀工業団地

◎芳賀町の概況

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 14



今
回
は
、
全
国
的
に
も
人
気
の
高
い

県
内
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
「
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
」
に
所
属
し

て
い
る
、
笠
井
選
手
に
健
康
な
身
体
作

り
の
秘
訣
や
心
構
え
を
学
ぶ
た
め
の
取

材
を
行
い
ま
し
た
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
身
体
が
基

本
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
笠
井

選
手
が
普
段
健
康
に
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
を
意
識
し
て
、
睡
眠
時
間
は

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
試
合
前
日
に

は
８
時
間
以
上
睡
眠
時
間
を
確
保
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
睡
眠
時
間

が
足
り
な
い
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

時
間
が
あ
れ
ば
昼
寝
を
し
て
睡
眠
時

間
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
性
格
的

に
も
、
起
き
て
い
る
時
間
に
は
色
々

と
考
え
し
ま
う
の
で
、
睡
眠
を
と
る

こ
と
で
“
何
も
考
え
な
い
時
間
を
作

る
”
と
い
う
こ
と
も
大
事
に
し
て
い

ま
す
。

―
―
食
事
の
面
で
意
識
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

体
重
の
管
理
に
は
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
試
合
が
続
く
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
体
重
が
落
ち
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
量
は
し
っ
か

り
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
体
重
の
増

減
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
自
分
な
り
に

調
整
し
て
い
ま
す
。

食
事
だ
け
で
は
足
り
な
い
栄
養
素

は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
ん
で
補
っ
て

い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
系
、鉄
、フ
ィ
ッ

シ
ュ
オ
イ
ル
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
毎

日
飲
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
フ
ィ
ッ
シ
ュ
オ
イ
ル
に
は
ど
う

い
っ
た
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

血
液
の
循
環
を
良
く
し
て
く
れ
る

も
の
ら
し
い
で
す
。
ト
レ
ー
ナ
ー
さ

ん
に
勧
め
ら
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

―
―
普
段
の
練
習
や
体
力
づ
く
り
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

練
習
を
し
て
い
て
体
力
的
に
辛

い
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
個
別
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど
し
て
心
拍

数
を
上
げ
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
き
ち
ん
と
把
握
し
な
が

ら
、
疲
れ
て
い
た
ら
休
む
、
物
足
り

な
い
と
思
っ
た
ら
走
る
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
毎
日
意
識
し
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

―
―
次
に
休
息
の
と
り
方
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
試
合
の
）シ
ー

ズ
ン
と
そ
う
で
な
い
と
き
で
休
息
の

と
り
方
は
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
健
康
法
！

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム 

宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス

【生年月日】　1993/8/12
【身長／体重】　176㎝/77㎏
【 経 歴 】
尽誠学園高→青山学院大学
2016-18　四国電力（日本実業団バスケットボール連盟）
2018-20　名古屋ダイヤモンドドルフィンズ（B.LEAGUE）
2020-22　群馬クレインサンダーズ（B.LEAGUE）
2022-　　宇都宮ブレックス（B.LEAGUE）

Kohei Kasai

＃３  笠井　康平  選手
プロフィール

©TOCHIGI　BREX　INC.
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シ
ー
ズ
ン
中
は
、
試
合
の
翌
日
は

一
日
休
み
に
な
る
の
で
、
そ
う
い
う

と
き
に
は
身
体
を
し
っ
か
り
休
め
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
洋
服
を
見
た
り
映
画
を

観
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
離
れ
る
時

間
も
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
、
少
し
ず
つ

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
身
体
を
つ
く
っ

て
い
け
ば
い
い
か
な
と
い
う
感
覚
な

の
で
、
な
る
べ
く
休
め
る
間
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

せ
ず
に
何
も
し
な
い
と
い
う
よ
う
な

時
期
も
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
心
の

健
康
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
笠

井
選
手
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

趣
味
に
没
頭
す
る
時
間
を
作
る

こ
と
で
す
ね
。
自
分
の
場
合
は
、
映

画
を
観
る
こ
と
で
す
。
映
画
で
あ
れ

ば
、
２
時
間
集
中
し
て
観
ら
れ
る
の

で
そ
の
間
は
他
の
こ
と
を
考
え
ず
に

い
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
時
間
は
と

て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
良
い
ス

ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

―
―
ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

元
々
気
に
し
い
と
い
う
か
、
割
と

周
り
に
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
周

り
の
人
に
気
を
遣
う
こ
と
は
人
間
と

し
て
大
事
な
部
分
で
は
あ
る
と
は
思

う
の
で
す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
変
に
周
り
の

こ
と
を
考
え
す
ぎ
ず
“
自
分
の
や
れ

る
範
囲
で
や
る
”
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
い
ま
す
。
反
省
点
は
毎
日
出

て
く
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
と
い
う
か

考
え
は
し
ま
す
が
「
ま
た
明
日
頑
張

ろ
う
」
と
す
ぐ
に
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
読
者
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

元
々
会
社
員
を
し
て
い
て
、
当
時

も
仕
事
で
疲
れ
た
身
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
に
転
向
し
て
か

ら
は
そ
の
重
要
性
を
よ
り
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
会
社
員
だ
っ
た
頃
も
、

プ
ロ
に
な
っ
た
今
も
オ
ン
と
オ
フ
の

切
り
替
え
は
大
事
に
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
意
識
的
に
行
う

と
仕
事
も
よ
り
効
率
的
に
な
り
ま
す

し
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
健
康

で
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ブ
レ
ッ
ク
ス
は
今
ま
で
経
験
し

て
き
た
チ
ー
ム
の
中
で
も
、
オ
ン
と

オ
フ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
チ
ー
ム

だ
と
思
い
ま
す
。
練
習
は
ハ
ー
ド
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
と

こ
ろ
で
は
と
て
も
仲
良
く
や
っ
て
い

ま
す
。
や
る
と
き
は
や
る
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
良
い
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま

す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！以

上
、
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
笠
井
選

手
へ
の
取
材
で
し
た
。
健
康
な
生
活
を

送
る
う
え
で
の
心
構
え
や
実
践
し
て
い

る
健
康
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
井
選
手
が

普
段
行
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い

て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者

の
皆
様
も
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
是
非

動
画
を
ご
覧
に
な
っ
て
実
践
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

笠
井
選
手
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご

活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

笠井選手のストレッチ動画は
こちらから視聴できます。

Webページから記事をご覧の場合、
上記QRコードをクリックして動画を

視聴いただけます。
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４
回
目
、
最
後
の
「
栃
木
の
国
保
」

の
寄
稿
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
１

回
目
か
ら
３
回
目
を
少
し
振
り
返
り
な

が
ら
、
適
正
な
受
診
・
服
薬
の
推
進
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
重
複
・
多
剤
服
薬

患
者
へ
の
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
事

業
を
重
ね
た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
ず
つ

薬
剤
師
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
２
回
目
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

３
回
目
の
電
子
処
方
箋
な
ど
の
Ｄ
Ｘ
化

が
今
後
進
む
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
デ
ー
タ
が
集
計
し
や
す
く
な
り
、
薬

局
と
保
健
指
導
と
の
連
携
も
し
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
る
世
の
中
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
個
人
情

報
漏
洩
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
個

人
情
報
保
護
法
の
改
定
に
つ
い
て
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

令
和
２
年
６
月
12
日
に
公
布
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
規

定
に
基
づ
く
法
改
正
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
時
代
の
流
れ
に
対
応

し
続
け
る
為
に
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
化
と
個
人
情
報
は
、

板
の
表
と
裏
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
便

利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
デ
ー
タ

は
流
出
し
や
す
く
、
ま
た
、
悪
用
も
さ

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
為
、
便
利

に
な
っ
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す

る
の
か
を
個
人
情
報
保
護
法
で
規
定
し

て
い
る
の
で
す
。
今
回
大
き
く
変
わ
っ

た
部
分
と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
へ
の
情
報
漏
え
い
等
報
告
等
の
義
務

特別寄稿特別寄稿

適
正
な
服
薬
管
理
の
推
進
と
Ｄ
Ｘ
化 

〜
個
人
情
報
と
、
将
来
の
受
診
・
服
薬
の
変
化
〜

第  回4

ピ
ノ
キ
オ
薬
局
代
表
取
締
役
　
田
中
　
友
和

▲図１　（出典：厚生労働省ホームページ）
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化
が
あ
り
ま
す
。

図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
は
努

力
義
務
だ
っ
た
た
め
、
漏
え
い
等
の
発

生
を
伝
え
る
場
合
と
伝
え
な
い
場
合
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
部
分
が

今
後
は
必
須
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
で

気
に
な
る
の
が
「
要
配
慮
個
人
情
報
の

漏
え
い
等
」
で
す
。
保
険
薬
局
で
言
う

と
、
領
収
書
の
渡
し
間
違
い
な
ど
が
、

報
告
義
務
に
当
た
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
の
情
報
は
、
秘
匿
性
も
配
慮

も
必
要
な
情
報
に
な
る
た
め
、
管
理
と

し
て
は
と
て
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。
例

と
し
て
、
領
収
書
を
渡
し
間
違
え
た
場

合
で
説
明
す
る
と
、
Ａ
さ
ん
に
Ｂ
さ

ん
の
領
収
書
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
と
仮

定
し
ま
し
ょ
う
。
渡
さ
れ
た
Ａ
さ
ん

は
、
Ｂ
さ
ん
と
い
う
人
が
、
Ｃ
病
院
に

か
か
っ
て
い
て
Ｄ
薬
局
で
薬
を
貰
っ
て

い
る
と
い
う
情
報
を
得
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
要
配
慮
個
人
情
報
が
漏

え
い
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
忙
し
い

と
日
常
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
が
、

今
後
は
今
ま
で
以
上
に
注
意
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
患
者
も
個
人

情
報
に
つ
い
て
の
意
識
が
た
か
ま
っ
て

く
る
た
め
、
そ
の
対
応
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

保
健
指
導
等
を
す
る
対
象
者
か
ら

「
な
ぜ
知
っ
て
い
る
ん
だ
？
」
と
い
う

質
問
や
ク
レ
ー
ム
が
発
生
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
薬
局
で
あ
れ
ば
、
通
院
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
医
療

機
関
の
薬
剤
な
ど
を
「
な
ぜ
薬
局
が

知
っ
て
い
る
ん
だ
？
」
と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
シ
ス
テ
ム
を
簡
単
に
説
明
で

き
る
ス
キ
ル
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

薬
局
薬
剤
師
の
業
務
及
び
薬
局
の

機
能
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
動
き
に
つ
い
て

薬
剤
師
の
養
成
及
び
資
質
向
上
等
に

関
す
る
検
討
会
と
し
て
、
令
和
４
年

の
２
月
か
ら
６
月
ま
で
６
回
程
度
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
検
討
項
目
は
、
①
対
人

業
務
の
充
実
、
②
薬
局
薬
剤
師
の
Ｄ
Ｘ

化
、
③
医
療
安
全
を
前
提
と
し
た
対
物

業
務
の
効
率
化
、
④
地
域
に
お
け
る
薬

局
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
会
議
の
流
れ
を
見
て
い
る
と
、

調
剤
の
一
部
外
注
、
一
部
委
託
の
部
分

ば
か
り
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
包
化
調
剤
を
ど
こ
か
に

外
注
し
、
出
来
た
も
の
を
薬
局
で
渡

す
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
で
医
薬
品
を
夜
間
販
売
で
き

る
等
々
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

今
後
こ
の
検
討
会
で
ま
と
ま
っ
た
も

の
が
令
和
６
年
の
調
剤
報
酬
改
定
に
ど

の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
く
か
は
不
明

で
す
が
、
今
後
街
の
薬
局
の
環
境
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
利

便
性
の
み
を
考
え
、
画
面
越
し
で
し
か

会
っ
た
こ
と
の
な
い
遠
く
の
薬
剤
師
が

対
応
す
る
患
者
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
保
健
指
導
な
ど
で
対
象

者
の
自
宅
に
行
っ
て
も
、
そ
の
他
の
医

療
関
係
者
が
す
べ
て
他
県
の
人
で
、
パ

ソ
コ
ン
画
面
越
し
に
初
め
て
会
う
と
い

う
事
も
あ
り
得
る
た
め
、
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
医
療
人
の

対
応
も
変
化
し
ま
す
が
、
国
保
連
合
会

な
ど
の
レ
セ
プ
ト
に
関
係
す
る
機
関
も

同
じ
よ
う
に
広
い
範
囲
の
対
応
を
し
な

く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

適
正
な
受
診
に
向
け
て

電
子
化
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活

は
よ
り
便
利
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
端
末
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
で
血
圧
な
ど
の

情
報
を
得
る
こ
と
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

診
察
や
服
薬
指
導
を
行
う
こ
と
な
ど
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
日
本
全
国
の
好
き

な
薬
局
に
処
方
箋
を
送
り
、
お
薬
を
貰

う
世
の
中
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

残
薬
確
認
や
服
薬
状
況
の
把
握
な
ど
は
、

よ
り
難
し
く
、
把
握
し
に
く
く
な
っ
て

そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。併

用
薬
や
重
複
投
薬
は
デ
ー
タ
上
で

防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
本

人
が
飲
ん
で
い
る
か
飲
ん
で
い
な
い
か

の
確
認
、
余
っ
た
薬
を
ど
の
よ
う
に
使

用
し
て
い
る
か
は
、
本
人
が
正
直
に
話

し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
の
意
思
次
第
に

な
り
ま
す
。

残
薬
の
再
利
用
か
廃
棄
か
の
判
断
を

手
伝
っ
て
あ
げ
る
こ
と
や
、
保
管
状
況

を
改
善
す
る
た
め
に
指
導
す
る
こ
と
は
、

薬
剤
師
に
と
っ
て
よ
り
重
要
性
を
増
し

て
き
ま
す
。
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プロフィール

田
たなか

中　友
ともかず

和ピノキオ薬局代表取締役　

神戸薬科大学卒。一般社団法人栃木県薬剤師会副会長。株式会社ファー
マサポート 代表取締役。合同会社アベイユ 代表社員。一般社団法人地域
薬剤師スキルアップ研究会 代表理事。薬の専門家として、多くの人の健
康な生活を守ることを通して地域社会に貢献している。

▲図 2　（出典：デジタル庁ホームページ）

図
２
に
最
近
の
教
育
学
の
デ
ー
タ
を

示
し
ま
す
。
医
療
も
こ
の
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。

受
診
や
投
薬
の
電
子
記
録
は
教
育

デ
ー
タ
の
様
に
残
り
、
将
来
的
に
そ
の

患
者
の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
後
適
正
な
受
診
や
指

導
を
す
る
際
に
、
そ
の
デ
ー
タ
を
閲
覧

し
て
、
適
正
な
受
診
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
と
は
大

き
く
変
わ
っ
た
や
り
方
で
患
者
に
接
し
、

説
明
し
て
い
く
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
的
な
指
導
も
入
っ
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
っ
て

直
接
会
う
機
会
が
減
り
、
人
間
関
係
が

気
薄
に
な
り
易
い
中
、
患
者
の
自
宅
に

残
さ
れ
た
医
薬
品
や
、
本
人
の
飲
み
方

を
把
握
す
る
と
い
う
難
し
い
問
題
に
直

面
す
る
時
代
が
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
な
移
り
変
わ
り
の
中
で
適
正
な
受

診
に
向
け
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
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◆
上
三
川
町
の
概
要

上
三
川
町
は
、
関
東
平
野
の
北
部
に
位
置
し
、
首

都
東
京
か
ら
は
北
に
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
県
都
宇
都

宮
市
の
南
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
地
形
は
ほ
ぼ
平
坦

で
標
高
約
60
～
80
メ
ー
ト
ル
、
東
は
真
岡
市
と
の
境

に
鬼
怒
川
、
中
央
に
江
川
、
や
や
西
寄
り
に
田
川
が

そ
れ
ぞ
れ
南
流
し
て
お
り
、
広
々
と
し
た
田
園
地
帯

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、

人
口
は
３
１
，
１
０
３
人
、
高
齢
化
率
は
24
・
５
％

と
、
県
内
一
若
い
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
財
産
を
活
か
し

な
が
ら
持
続
的
な
成
長
を
果
た
し
、
次
世
代
に
バ
ト

ン
を
繋
い
で
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、「
安
心
・
安
全
」

「
活
力
・
交
流
」「
協
働
・
自
立
」の
３
つ
の
柱
を
基

本
理
念
と
し
、「
共
に
創
る 

次
代
に
輝
く 

安
心
・

活
力
の
ま
ち 

上
三
川
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

◆
上
三
川
町
の
健
康
課
題

令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
48
・
６
％

で
あ
り
、
例
年
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
健
診

結
果
を
み
る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
肥
満
者
が
県
平

均
よ
り
多
く
、
さ
ら
に
血
圧
や
血
糖
値
で
の
有
所
見

者
が
県
平
均
よ
り
も
高
い
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
診
問
診
票
の
結
果
か
ら
、
１
回
30
分
以
上

の
運
動
習
慣
が
な
い
方
や
歩
行
速
度
が
遅
い
方
の
割

合
が
県
平
均
よ
り
明
ら
か
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
生
涯
現
役
を
目

指
し
、
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た
め
に
、

「
運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」か
ら
自
主
運
動
グ
ル
ー

プ
の
設
立
、
さ
ら
に
は
自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
の
継
続

支
援
へ
の
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

◆
「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」
で
仲
間

と
一
緒
に
健
康
づ
く
り

平
成
17
年
度
に
運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

に
開
始
し
た「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」は
、

参
加
者
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
で
事
業
を
見
直
し
、
現
在
、
40
歳
～
69
歳
を

対
象
に
、
週
１
回
、
計
８
回
を
１
コ
ー
ス
と
し
、
年

２
コ
ー
ス
開
催
し
て
い
ま
す
。「
昼
コ
ー
ス
」と「
夜

コ
ー
ス
」を
設
け
、「
夜
コ
ー
ス
」は
、
働
き
盛
り
の

方
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
19
時
30
分
～
21
時
30
分

と
し
て
い
ま
す
。

本
教
室
は
、
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
指
導

が
中
心
で
す
が
、
保
健
師
よ
り
栄
養
に
関
す
る
講
話

も
実
施
し
、
食
生
活
か
ら
も
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
参
加
前
後
に
体
力
測

定
を
実
施
し
、
参
加
者
の
変
化
を
客
観
的
に
評
価
し

て
い
ま
す
。

保健師
活動報告

仲
間
と
つ
む
ぐ
健
康
づ
く
り

～
住
民
組
織
の
主
体
性
を
醸
成
す
る
た
め
の
保
健
師
活
動
～

上
三
川
町
　
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
　
江
口
　
千
早
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参
加
者
自
身
が
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
教
室
参
加
中
の
約
２
か
月
間
は
、

食
事
記
録
と
運
動
記
録
、
体
重
等
の
記
録
を
必
須
と

し
、
教
室
時
に
保
健
師
が
記
録
を
確
認
し
、
ひ
と
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
健
康
運
動
指
導

士
と
保
健
師
が
参
加
者
の
が
ん
ば
り
を
認
め
な
が
ら

個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
生
活
改
善

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
運
動
継
続
の
た
め
に
自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
設

立
へ
！

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」卒
業
後
も
継

続
し
た
運
動
が
出
来
る
よ
う
、
平
成
17
年
度
教
室
開

始
当
初
か
ら
保
健
師
が
、
自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
の
設

立
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
現
時
点
で
13
か
所（
昼
の

部
８
か
所
、
夜
の
部
５
か
所
）設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
で
、
１
，
０
０
０
円
～
２
，
０
０
０
円

程
度
の
自
己
負
担
を
徴
収
し
、
施
設
使
用
料
や
講
師

（
健
康
運
動
指
導
士
）謝
礼
に
あ
て
、「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」の
理
念
の
も
と
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
の「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
教
室
」卒
業
生
も
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
自

主
運
動
グ
ル
ー
プ
参
加
者
が
、
運
動
継
続
の
メ
リ
ッ

ト
を
友
人
や
ご
近
所
さ
ん
へ
広
め
、
口
コ
ミ
で
参
加

者
が
増
え
、
継
続
し
た
グ
ル
ー
プ
の
運
営
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、

メ
ン
バ
ー
で
相
談
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
設
立
後
も
継
続
し
た
支

援
を
！

　

自
主
運
動
グ
ル
ー
プ
設
立
後
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
自
主
運
営
と
し
て
い
ま
す
が
、
活
動
意
欲
を
維

持
・
向
上
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、「
自
主
運
動

グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
に
お
け
る「
サ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
」の
一

環
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
課
題
把
握
の
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
年
々
参
加
者
が
高
齢

と
な
り
、
膝
の
痛
み
や
腰
の
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
運

動
を
継
続
し
て
い
る
方
が
多
く
い
る
こ
と
が
把
握
で

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
令
和
4
年
度
は
理
学
療
法

士
を
講
師
に
招
き
、「
健
康
い
き
い
き　

ひ
ざ
痛
・

腰
痛
予
防
」と
題
し
、
講
話
と
実
技
指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。
解
剖
学
の
話
か
ら
、
運
動
の
必
要
性
を
講

義
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
は
、
改
め
て
運
動
の
重
要

△かんたんフィットネス教室での運動の様子
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性
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

各
グ
ル
ー
プ
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
活
動
状
況

報
告
を
行
い
な
が
ら
、
活
動
に
対
し
て
の
悩
み
や
工

夫
点
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
運
営
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
参
加
者
に
対
し
、
年
１
回

「
体
力
測
定
会
」を
実
施
し
、
自
身
の
体
力
を
経
年

的
に
評
価
で
き
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
体
力
測
定
会

で
は
、
体
成
分
分
析
装
置
に
よ
る
身
体
測
定（
身
長
、

体
重
、
体
脂
肪
率
）の
他
、「
握
力
」、「
膝
進
展
筋

力（
Ｗ
Ｂ
Ｉ
）」、「
長
座
体
前
屈
」、「
開
閉
眼
片
脚

立
ち
」を
測
定
し
て
い
ま
す
。
記
録
を
管
理
で
き
る

個
人
フ
ァ
イ
ル
を
配
付
し
、
自
身
で
記
録
を
し
な
が

ら
経
年
評
価
が
出
来
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
体
力
測
定
後
、
健
康
運
動
指
導
士
と
の
個
別
面

接
を
実
施
し
、
測
定
結
果
の
見
方
や
衰
え
て
い
る
筋

力
に
効
果
的
な
運
動
指
導
等
を
行
い
、
健
康
管
理
に

役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

研
修
会
や
交
流
の
機
会
は
、
メ
ン
バ
ー
個
人
、
さ

ら
に
は
グ
ル
ー
プ
の
力
量
形
成
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
保
健
師
が
活
動
状
況
を
見
守
る
こ
と
が
、
住
民

組
織
が
自
主
的
な
活
動
に
な
っ
た
後
も
、
支
援
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
も
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
安

心
や
継
続
へ
の
意
欲
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

◆
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

運
動
を
継
続
す
る
コ
ツ
は
、「
決
ま
っ
た
時
間
に
」

「
誰
か
と
一
緒
に
」「
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
」続
け
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町
事
業
だ
け
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
い
健
康
づ
く
り
を
、
住
民
組
織
を
醸
成

す
る
こ
と
で
、
住
民
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
健
康

づ
く
り
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

町
民
自
ら
が「
健
康
」に
つ
い
て
考
え
、
保
健
師

と
一
体
と
な
っ
て
築
き
上
げ
た「
自
主
運
動
グ
ル
ー

プ
」が
町
民
の
努
力
に
よ
り
継
続
で
き
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
、
引
き
続
き
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

△ 体力測定会での個別面接の様子 △ 理学療法士による健康講話の様子
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

【私の街自慢】　
　ユネスコ無形文化遺産に登録された「山あげ祭」です。迫力のある野外歌舞伎は必見です。
新採用職員の際に若衆としてお祭りに参加しましたが、忘れがたい思い出となっています。
　また、自然豊かな土地も魅力だと思います。一番の推しスポットは写真バックの龍門の
滝です。タイミングが良ければ、滝の上を電車が通り抜ける、珍しい光景を見ることがで
きます。また、併設されている龍門カフェには青いミルクがありますので、ぜひお試しを。

【趣味・特技】
　ロードバイクで鬼怒川河川敷をサイクリングすることです。最近はお菓子作りにもはまっ
ています。

【健康法・ストレス解消法】
　サイクリングです。冬場は寒くてお休みしていますが、春から秋の休日は一日に1、2時
間程度乗って汗を流しています。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　わからないところだらけで本当に毎日が勉強です。制度についてまだまだ理解が追い付け
ていないので、これからも頑張って事務を行っていきます。

【最近気になること】
　美味しいラーメン屋が気になります。いつも市民課の後輩と一緒に新規開拓しています。

Keep it up!
NASUKARASUYAMA!

国保経験年数
1 年 0 か月

那須烏山市　市民課
国保医療グループ

大
おお

塚
つか

　 勇
ゆう

人
と
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線
保険者
だより

【私の街自慢】　
　令和大嘗祭に献上された「とちぎの星」や、緑色の小松菜スープで見た目も楽しい「高根
沢ちゃんぽん」など、美味なグルメが自慢です。私は町外出身ですが、高根沢町に住むよう
になってからお米が美味しくてびっくりしました。野菜販売だけでなく温泉やグランピング
が体験できる「道の駅たかねざわ　元気あっぷむら」はお洒落な空間で、一人でもお子様連
れでも楽しめる施設です。

【趣味・特技】
　読書、映画鑑賞、カラオケなど。

【健康法・ストレス解消法】
　読書や映画鑑賞でストレス解消しています。高根沢町の図書館は蔵書が多く映画のＤＶＤ
やＣＤが充実しておりありがたいです。一方で、持ち運びしやすく読む場所を選ばない電子
書籍にも最近興味がわいてきました。

【国保事務を担当しての感想・意見など】
仕事で携わるまで保険というと保険証の発行というイメージが強かったのですが、万が一

体調を崩し高額な医療費がかかった場合の高額療養費の制度など人をサポートできる意義深
い仕事だという認識に変わりました。また、健診業務を通して健康について考えるきっかけ
にもなりました。自分も健診や人間ドックは定期的に受けていきたいです。　

【最近気になること】
運動不足なので、手軽に始められる運動で何かいいものがないか模索中です。

国保経験年数
６年０カ月

高根沢町　住民課
保険年金係

魅力いっぱいの高根沢町に
是非遊びに来てください！

伊
い

東
とう

　 奈
な

央
お
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とても

増えた

14.0%

増えた

65.4%

変わらない

19.1%

減った

0.3%
とても減った

0.2%

無回答

1.0%

健康に

なった

19.3%

どちらかといえば

健康になった

18.3%

健康を維持

している

58.6%

どちらかといえば

健康ではない

2.5%

健康ではない

0.5% 無回答

0.8%

高まった

92.1%

変わらない

7.2%

低くなった

0.3%
無回答

0.3%

保険者
だより

矢板市では、健康づくりに取り組んでいる方の
さらなるモチベーション向上や「健康無関心層」
に対する働きかけを目的として、平成30年度に「や
いた健康ポイント事業」を開始しました。

参加者には活動量計（歩数計）を会員証として
もっていただき、これに紐づける形で右の4つのメ
ニューに応じたポイントを付与しています。貯まっ
たポイントは、1ポイント1円で換算し、年に一度、
10,000ポイントまで市内商店等で利用できる商品
券と交換することが可能です。

令和4年度、参加者に実施したアンケートでは、
下のグラフのとおり、事業開始前後での健康づく
りへの意識や健康状態、運動回数・量において、
維持・向上等が見られました。

やいた健康ポイント事業
【矢板市】

＜参加者の声＞
・参加できて良かったと思います。また継続したい。
・健康とポイントが同時に得られて大変良いと思う。
・指標として、体組成測定が楽しみです。
・歩数計やポイントが励みになり、ウォーキングを

意識するようになりました。
・事業をきっかけに、病院に受診した。

・夫婦の会話で「何歩歩いた？」と聞くことが多く
なった。主人がよく歩くようになり、大変感謝し
ています。

・親もこの事業に参加しており、一緒に参加するこ
とで親も健康を意識するようになって、とても嬉
しく思っております。

■ R4 やいた健康ポイント事業 アンケート結果より抜粋（回答数 607 枚）

事業に参加して「健康づくり」への
意識は高まりましたか？ 

事業参加前と比較した現在の
健康状態はいかがですか？

事業開始前と比較して運動回数や
運動量に変化はありましたか？ 

あるく ＜毎日貯まる＞
・1 日 5,000 ～ 7,999 歩 �10 ポイント
・1 日 8,000 歩以上 ���20 ポイント

はかる ＜最大 1,000 ポイントまで＞
・特定健診の受診 ��� 500 ポイント
・がん検診等の受診 �� 500 ポイント
・人間ドックの受診 � 1,000 ポイント

さんかする
運動教室など健康づくり事業参加で 20 ～ 50 ポイント

でかける
まちなか保健室への参加で 20 ～ 30 ポイント
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今回は、日光市にある「道の駅日光 日光街道

ニコニコ本陣」についてご紹介いたします。

「道の駅日光 日光街道ニコニコ本陣」は、国道

119号沿いにある道の駅です。ここは、日本を

代表する作曲家 船村徹氏に関する作品を紹介す

る「日本こころのうたミュージアム・船村徹記念

館」があることで有名です。

併設のニコニコマルシェという商業施設では、

地元でとれた新鮮野菜や日光のおみやげを購入す

ることができます。筆者が訪れた際には、世界遺産・日光東照宮内にある「三猿」をモチーフにした人

形焼が販売されており、その可愛さについ購入してしまいました。こちらは土日限定販売らしく、多く

の方が手にとっていました。

同施設は、日光生ゆばが食べられる和食処や腰の強い手打ちそばが楽しめるそば処があるほか、日光

といえば印象深い、金谷ホテルベーカリーのパン、日光おかき工房のおかき、日光誉をはじめとする栃

木の地酒などの販売も行っており、美味しいもののラ

インナップが充実しています。

この道の駅は街中にあり、徒歩圏内には有名な社寺

や酒造などの観光名所もあることから、街歩きを楽し

むこともできます。

地元の魅力が詰まった道の駅は栃木県内の各地にあ

ります。感染対策を十分にとり、お近くの道の駅にホッ

とひと息つきに訪れてみてはいかがでしょうか？

JR今市

日光線
日光線

日
光
宇
都
宮
道
路

日
光
宇
都
宮
道
路 下今市

上今市

東武日光線

東武日光線

東
武
鬼
怒
川
線

東
武
鬼
怒
川
線日光IC

大
谷
向

119

461

●

●

日光だいや川
公園

獨協医科大学
日光医療センター

日光街道
ニコニコ本陣

ッホと
～ 地方の特色や個性が現れる栃木県内の道の駅を紹介 ～

※各施設により営業時間が異なります。HP をご確認ください。

※令和５年２月現在の情報となります。新型コロナウイルス感

染拡大の影響により、各営業時間に変更がある場合がありま

すのでご注意ください。

◎営業時間　9：00 ～ 18：00

「道の駅 日光 日光街道ニコニコ本陣」
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国保連合会からのお知らせ

令和４年度 第三者行為求償事務に係る広報ポスターを作成し、県内市町へ配付い
たしました。

　第三者の行為により国保を使用した際の届出や連絡を励行する内容を記載した広報ポスターを作成いたしました。
各市町に配付済みです。本会ホームページのトップページ上にも掲載しておりますので、是非ご確認ください。
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国保連合会からのお知らせ
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令和５年度より、動画による広報事業の一環として、被保険者の特定健診受診及
び国保税納付の意識向上、並びに健康保持増進に寄与するため、県内国保保険者
（栃木県・全国歯科医師国民健康保険組合・栃木県医師国民健康保険組合を含
む）を対象にデジタルサイネージ（動画放映可能な電子看板）の貸出を開始いたし
ます。機材の貸出申請等の詳細については、令和５年度初旬頃送付予定の貸出要領
をご確認ください。

モニターは縦置きと横置きいずれも対応しています。

設置スペースに合わせて置き方を選択いただけます。
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